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は じ め に

近 年 尿 路 感 染症 に たい す る化学 療 法 は抗 生 物 質 あ るい

は抗 菌 性 物 質 の臓 器 集 中 性 とい う意 味 か ら非 常 に恵 ま れ

て お り,好 ん で,Ampicillin,Cephalexin,Colistiｌl,

Nitrofurantoin,Nalidixic acidお よびPiromidic acid

な どの 経 口剤 が用 い られ,そ の 治療 効果 は大 で あ るが,

再 発 再 燃 を く りか えす 症 例 も少 な くな い ことか ら,よ り

有 効 な薬 剤 の 出 現 が望 まれ てい る。

私 た ち はAmpicillinに 酷 似 した 抗菌 力 を有 し,吸 収

性 にす ぐれ たAmoxycillinを 尿 路 感染 症 児 に投 与 し,

そ の臨 床 効 果 を検 討 し,分 離 株 の 薬 剤感 受 性 を測 定,投

与 児 の 肝,腎 機 能 へ の影 響 と して,GOT,GPT,Alkaline

phosphatase(ALP)お よびBUNを 投 与前,後 に検 査

した の で,そ の成 績 を報 告 す る。

I 対 象

対 象 児 は1973年1月 か ら5月 まで の5ヵ 月間 に 当科 外

来 を受 診 した0.1～14.8才 の 尿 路 感 染症 児 で,1才 未 満

男児5例,女 児6例,計11名,1～5才 男 児3例,女 児

6例,計8名,6～10才 男児2例,女 児1例,計4名,

11～15才 男 児1例,女 児1例,計2名,総 計25症 例 に本

剤 を 投 与 し,投 与 児は す べ て 治 療 開 始 時 に 菌 数 ≧105/

mlあ る い は尿 沈 渣 で 白血 球 数 が ≧5/Fで あ る症 例 を 対

象 と した が,菌 数 が103,104代 で も白血 球 数 多 数 の も

のは 対 象 に 含 め た(Table1,2)。

II 投 与 方 法

投 与 剤 型 はす べ て細 粒 で30mg/kg/日,分4,1日 総

投 与 量0.21～1.59,平 均0.45g,14～35日,平 均18日

間 経 口投 与 を行 なつ た(Table 1)。

III 菌 検 索

菌 数 測 定 は来 院 時 外 陰 部 消 毒後 の中 間 尿,乳 幼 児 では

全 尿 の 一 部 を ハ ー トイ ン フ ュー ジ ョン寒 天 培 地 を用 い て

混 釈 培 養 を行 ない,原 因 菌 の 同定 を 実施 した 。

IV 臨 床 成 績

尿 路 感 染症 にた い す る薬 剤 の 治 療 効果 判 定 基 準 は 諸 家

に よ り種 々述 べ られ てい るが,確 立 され て い な い の で,

次 の よ うな2判 定基 準 で効 果 をみ た 。

1. 総 合 判 定

著 効(++):自 覚 症 状,尿 中 細 菌数 異 常,尿 所 見 異 常

の3項 目を み た す か,あ るい は そ の い ず

れ か が存 在 し,投 与 期 間中 に 正 常 化 また

は 消 失 が み られ た もの。

有 効(+):前 記3項 目の うち1な い し2項 目 の改 善

が み られ た もの 。

無 効(-):3項 目中1項 目 も改 善 が み られ なか つ た

もの 。

2. 菌 数 か ら の効 果 判 定

著 効(++):投 与 期 間 中 に 菌 消 失 した もの。

有 効(+):有 意 の菌 減 少,す な わ ち ≦103/mlに 減

少 した もの 。

無 効(-):以 上 に 該 当 しな い もの。

25症 例 を 総 合 判 定 か らみ る と著効17例68%,有 効7例

28%無 効 は わ ず か に1例4%で 有 効 率96%と 高 率 で あ

つ た(Table 3)。

しか し本 症 に お け る効果 判 定 の第1は 細 菌 尿 の消 失 で

あ る こ とか ら,菌 数 か らみ る と16例 に判 定 可 能 で,著 効

7例44%,有 効5例31%,無 効4例25%,有 効 率 は75%

で あつ た(Table 4)。

分 離 菌 はE.coliが 最 も多 く11株69%,つ い でProteus

3株19%,citrobacterお よびKlebsiellaは そ れ ぞ れ1

株 で あつ た 。 残 り9患 児 か らStapkyloooccus eplder-

midisが ≧105/ml分 離 され たが 本 菌 の起 炎 性 に は 疑 問

が あ り,原 因 菌 か ら は 除 外 し,菌 不 明(?)と し た

(Table 1)。

起 炎菌 の 明確 な16症 例 に つ い て 総 合 判 定 か らみ る と著

効8例50%,有 効7例44%,無 効1例6%で,有 効 率94

%,菌 種 別 で はE.coli症 例 は11例 中 著 効4例36%,有

効6例55%,無 効 は1例9%で 有 効 率91%,Proteusの

3名 は 著 効2例,有 効1例 で無 効 例 は な く,Citrobacter

お よびKlebsiellaの 各1例 は 著 効 で あ つ た(Table 5)。

菌 数 か らみ る とE.coli症 例 は11例 中 著 効4例36%,

有 効4例36%,無 効3例27%,有 効 率73%で,Proteus

の3例 は 著 効2例,無 効1例,Ctrobacterお よびKle-

bsiellaの 各1例 は 著 効 で あ つ た(Table 6)。

V 薬 剤 感 受性 試 験

Amoxycillin投 与 症 例 か ら の分 離E.coli 11株,_Pro-

teus 3株,Citrobaoterお よ びKlebsiellaの 各1株,
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計16株 をA搬picillinお よびAmoxycillinの2剤 に つ

い て化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 準 じて寒 天平 板 希 釈法 に よ る

感 受 性 試 験 を 実 施 した。

1. Ampicillin

E.coli 11株 中5株46%がMIC 3.12mcg/m1,3株

27%が6.25mcg/mlを 呈 し,3株27%はMIC≧100mcg

/mlの 耐 性 を示 した。Proteus 3株 中2株 はMIC 3.12

Table 2 Age and sex of patients

Table 3 Clinical effects of amoxycillin 

granule

Table 4 Bacterial improvement by 

amoxycillin granule

Table 5 Clinical effect of amoxycillin granule

―classified by organism―

Table 6 Bacterial improvement by

amoxycillin granule

―classified by organism―

Fig. 1 Sensitivity distribution of clinical isolates

Table 7 Minimum inhibitory concentration (MIC) of causal organism 
to ampicillin and amoxycillin
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mcg/ml,1株 は ≧100mcg/mlの 耐 性 で,cltrobaoter

お よびKlebslellaの 各1株 は そ れ ぞ れMIC 50mcg/

ml,25mcg/mlで あつ た(Table 7,Fig.1)。

2. Amoxycillin

E.ooli11株 中8株73%がMIC1.56～12.5mcg/ml

域 に あ り,Ampicillin耐 性3株 は本 剤 に もMIC≧100

mcg/mlを 示 し,交 叉耐 性 を有 し,効 菌 力は 類 似 した 。

Proteusの3株 中2株 はMIC 1.56,3.12mcg/ml,1

株 は ≧100mcg/ml,Citrobaoterの1株 はMIC 50mcg

/ml,Klebsiella 1株 はMIC 12.5mcg/mlで あ つ た

(Table 7,Fig.1)。

VI 副 作 用

私 た ち の治 験 例 では1例 に 下 痢 出 現 児(症 例18)が み

られ た が投 与 中 止 に は い た らず,嘔 吐 あ る い は発 疹 例 は

み られ なか つ た 。 肝,腎 へ の影 響 と してGOT,GPT

(REITMAN-FRANKEL法),ALP(KIND-KING法)お よび

BUN(Diacetyl monoxime法)の4検 査 を実 施 した 。

1 GOTお よびGPT

18例 につ きGOTお よびGPTを 投 与 前,投 与 開 始 後

14～35日,平 均18日 に追 求 した 。GOTで は 症 例3に 投

与 前17単 位 か ら14日 間 本 剤 を投 与 し,終 了 後1日 に48単

位,症 例4に 投 与 前31単 位 か ら21日 間本 剤 を投 与,終 了

後14日100単 位 と異 常 値 を示 したが,他16症 例 は 投 与 前

Fig. 2 GOT

Table 8 Influence of amoxycillin on liver and kidney function tests
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に比し,投 与後異常上昇例はなく,投 与前平均37単 位,

投与後平均36単 位で正常域であつた。GPTで は症例4

に投与前29単 位から投与後81単 位の上昇がみられたが,

投与前平均17単 位,投 与後平均18単 位で異常値を呈 しな

かつた(Table 8,Fig。2,3)。

2. ALP

投与前に比し0.1～1鉱2単 位の上昇例が11例 存在した

が,異 常上昇例はな く,投 与前平均24・2単位,投 与後平

均26.7単 位 であつた(Table 8,Fig.4)。

3. BUN

症例6を のぞ く17例に測定でき,投 与前平均1a4mg/

d1,投 与後平均10.7mg/dlと 正常域を示 した(Table 8,

Fig.5)。

考 按

Amoxycillinは1973年6月 の第21回 日本化学療法学

会総会において新薬シンポジウムにとりあげられ,基 礎

的,臨 床的に検討がなされ,Ampicillinと 同 様の抗菌

力を有するが,同 剤に比較し,本 剤は同量の内服で約2

倍の血清中濃度がえられること,お よび諸疾患にたいす

る有効性が論 じられた。私たちは1973年1月 から5月 ま

での5ヵ 月間に外来を受診した小 児尿路感染症0.1～

14.8才,25症 例 につき本剤の細粒を30mg/kg/日,分4,

14～35日,平 均18日 間経口投与し,臨 床効果を検討 し,

分離菌にたいするAmpicillinと の抗菌力を比較,肝,

腎への影響としてGOT,GPT,ALPお よびBUNを 測

定 した。

臨床効果を総合判定か らみ ると25症 例中著効17例

68%,有 効7例28%,無 効はわずかに1例 で,有 効率は

96%と 高率を示 したが,本 症にたいする薬剤の効果判定

の第1は 細菌尿の消失であ り,こ の面からみると16例 中

著効7例44%,有 効5例31%,無 効4例25%で 有効率は

75%で あつた。 無効4例 はすべてMIC≧100mcg/ml

Fig. 3 GPT Fig. 4 ALP

Fig. 5 BUN
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の耐 性 株 を 分離 してい る。 起 炎 菌 別 に み る とE.coli症

例 は11名 中 著 効4例36%,有 効6例55%,無 効 は1例

992で 有 効 率91%,例 数 は 少 な い がProtemの3名 は

著 効2例,有 効1例,Citrobaoterお よびKlebsiellaの

各1例 は著 効 を示 した が,菌 数 か らみ る とE.coli症 例

は11名 中著 効4例36%,有 効4例36%,無 効3例27%,

有 効 率 は73%と 総 合 判 定 に 比 較 し18%低 率 を示 した 。 無

効 例 は す べ てMIC≧100nlcg/mlの 耐 性 株 で あつ た こ

とに原 因 す る と 推 定 さ れ る。Proteusの3名 は 著 効2

例,無 効1例,Citrobaoterお よびKlebslellaの 各1例

は 著 効 を 呈 した。

薬 剤感 受 性 試 験 ではE.coliはAmpicillinでMIC

3.12～6.25mcg/ml域 に8株73%存 在 し,8株2792は

MIC≧100mcg/mlの 耐 性 を 示 し,Amoxycillinで は

8株 がMIC 1.56～12.5mcg/ml域 にあ り,Ampicillin

耐 性3株 はMIC≧100mcg/mlを 呈 し,抗 菌 力は 両 剤

類 似 の 傾 向 を 示 した。Proteus 3株 はAmpicillinで

MIC3.12mcg/mlに2株,1株 は ≧100mcg/mlの 耐

性,Amoxycillinで はMIC 1.56～3.12mcg/mlに2

株,1株 は ≧100mcg/ml,Citrobaoter 1株 は 両 剤 に

MIC 50mcg/ml,Klebslellaの1株 はAmpicillinで

MIC 25mcg/ml,Amoxycillinで はMIC 12.5mcg/

mlで あつ た 。

副作 用 と しては1例 に 下 痢 出 現 児 が み られ た が投 与 中

止 に は いた らず,嘔 吐 あ るい は発 疹例 は な く,肝,腎 へ

の影 響 と して のGOT,GPT,ALPお よびBUNの 投

与 後 の検 査 成 績 で は そ れ ぞ れ平 均36単 位,18単 位,26.7

単 位,10.7mg/dlで 正 常 域 を示 した 。 しか しGOTで 投

与 前17単 位 か ら投 与後48単 位,投 与 前31単 位 か ら投 与

後100単 位 へ の上 昇 例 が2例 あ り,GPTで も1例 に29

単 位 か ら81単 位 へ の上 昇 が み られ た が そ の後 のfollow

が で きて い な い こ とか ら,一 過 性 の上 昇 か ど うか は 不 明

であ る。

ま と め

Amoxycillin細 粒 を小 児尿 路 感 染 症25例 に 投 与 し臨

床 的 細 菌 学 的 検 討 を行 な つ た。

本 剤 は 投 与 量30mg/kg/日,分4で 平均18日 間投 与 し

ての有効率は96%と 高率であつたが菌数減少の面からみ

ると75%で あつた。

起炎菌別有効率はE.coll症 例91%,_菌 数からは73%

で,無効例はすべてMIC≧100mcg/mlの 耐性株であつ

た。他菌例は例数が少ないが,菌 数からみるとProteus

は著効2例,無 効1例,Citrobaoterお よびKlebsiella

の各1例 は著効を呈した。

AmoxycillinのE.coli,Protms, Citrobaoterお よ

びKlebsiellaに たいする抗菌力はAmpicillinに 類 似

のMICで あつた。

副作用としては下痢が1例 に認められ,投 与後GOT

で2例,GPTに1例 の異常値がみられたが,ALPお よ

びBUNへ の影響はなかった。

以上から,Amoxycillinは 小児尿路感染症に有用な薬

剤であるといえる。
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CLINICAL EFFECTIVENESS OF AMOXYCILLIN GRANULE 

ON CHILDREN'S URINARY TRACT INFECTIONS 

TAKASHI MOTOHIRO, NOBUHARU KONO, KAORU TOMINAGA, 

TETSUYA NAKAJIMA, MOTOHIKO HARADA, SHOICHI IMAI, 

SHIGEMI OKI and FUMIO YAMASHITA 

Department of Pediatrics, Faculty of Medicine, Kurume University 

Effectiveness of amoxycillin granule was studied from therapeutic and bacteriological view points in 

25 children suffering urinary tract infections. 
The daily dose was 30 mg/kg body weight and was given in four divided portions for an average 

period of 18 days. 
The overall effectiveness rate was 96% on therapeutic basis and 75% on bacteriological basis. In 

infections caused by E. coli, the rate was 91%, 73%, respectively. All the causative organisms 

isolated from nonresponsive patients were found to be suppressed only at a concentration of 100 mcg/ml 
or more.
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Amoxycillin was found to be effective also in the limited number of infections caused by organisms 

other than E. coli. The marked bacteriological effect was obtained in 2 of 3 patients affected with 

Proteus and in one patient each with Citrobacter and Klebsiella. 

No side effect was recorded except in one patient who developed diarrhea. 

Deviations in GOT and GPT were recorded in 2 and 1, respectively. ALP and BUN were not affected. 

As a result, we regard amoxycillin as a useful means for treatment of children's urinary tract 

infections.


